
JP 2016-188209 A5 2017.3.23

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年3月23日(2017.3.23)

【公開番号】特開2016-188209(P2016-188209A)
【公開日】平成28年11月4日(2016.11.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-062
【出願番号】特願2016-88333(P2016-88333)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   16/30     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   16/46     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ｃ１２Ｐ   21/08     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ｃ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年2月6日(2017.2.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２００
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２００】
　本発明の特異的結合メンバーは、抗体定常領域またはこれらの一部をさらに含むことが
ある。例えば、ＶＬ鎖配列に基づく特異的結合メンバーを、ヒトＣｋまたはＣλ鎖、好ま
しくはＣλ鎖を含む抗体軽鎖定常ドメインにこれらのＣ末端で取り付けることができる。
同様に、ＶＨ鎖配列に基づく特異的結合メンバーを、任意の抗体アイソタイプ、例えばＩ
ｇＧ、ＩｇＡ、ＩｇＥ、ＩｇＤおよびＩｇＭならびに該アイソタイプのサブクラスのいず
れか（特にＩｇＧ１、ＩｇＧ２ｂおよびＩｇＧ４が好ましい。）に由来する免疫グロブリ
ン重鎖のすべてまたは一部にこれらのＣ末端で取り付けることができる。ＩｇＧ１が好ま
しい。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０６５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０６５４】
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